
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑　
　

丸

緑　
　

丸

広報
せいろう 2006せいろう 2006 August No.361August No.361

平成 18 年 6 月末現在の
人口の動き

●人口 13,912 人 （前月比 －  2 人）
 （前年比 ＋  21 人）

男 6,984 人 （－  3 人）
女 6,928 人 （＋  1 人） ●世帯数 3,928 世帯  前月比（＋16世帯）

わ～い！わ～い！
　おさかながとれたよ
　７月７日（金）、網代浜海水浴場で行われた海開きのイ　７月７日（金）、網代浜海水浴場で行われた海開きのイ
ベントとして、蓮野こども園、蓮潟こども園、亀代こどもベントとして、蓮野こども園、蓮潟こども園、亀代こども
園の園児による地引網が行われました。園の園児による地引網が行われました。
　園児たちは、「わっしょい！ わっしょい！」のかけ声にあわ　園児たちは、「わっしょい！ わっしょい！」のかけ声にあわ
せて一生けんめい網を引いていました。せて一生けんめい網を引いていました。
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７
月
９
日
、
消
防
団
主
催
に
よ
る

団
員
を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
開

催
は
、
従
来
の
人
口
呼
吸
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
心
肺
蘇
生
法
に
加
え

て
、
蘇
生
率
の
向
上
に
非
常
に
有
効

な
手
段
と
な
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
利

用
し
た
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
操

作
方
法
も
習
得
す
る
も
の
で
す
。
町

で
も
７
月
１
日
か
ら
こ
の
除
細
動
器

が
役
場
、
町
民
会
館
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
聖
海
荘
、
小
中
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
診
療
所
の
丸
山
先
生

と
消
防
署
員
の
方
々
を
講
師
に
、
消

防
団
員
70
名
が
心
肺
蘇
生
法
、
除
細

動
器
の
講
義
を
受
け
、
真
剣
に
実
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
団
員
か
ら
は
、「
救
急
車
が
来
る

数
分
の
間
に
今
ま
で
は
何
も
出
来
な

か
っ
た
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
は
命
を

救
え
る
か
も
」、「
自
分
の
家
族
、
親

戚
、身
近
に
い
る
人
達
を
助
け
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
、
今
後
３
年
間
で
全

団
員
に
救
急
救
命
技
能
を
習
得
さ
せ

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。３
３
０

名
を
数
え
る
消
防
団
員
が
地
域
で
の

火
災
・
水
難
・
交
通
事
故
な
ど
に
遭

遇
し
、
ま
さ
に
救
命
措
置
が
必
要
な

と
き
に
迅
速
、
適
切
に
対
処
で
き
る

よ
う
救
命
救
急
の
知
識
、
技
能
の
よ

り
一
層
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

７
月
２
日
（
日
）
地
区
支
会
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会
が
胎
内
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
新
発

田
市
・
阿
賀
野
市
・
胎
内
市
・
聖
籠

町
で
予
選
会
を
開
催
し
、
勝
ち
抜
い

て
き
た
強
豪
が
集
う
大
会
で
す
。
聖

籠
町
か
ら
は
第
一
分
団
第
２
班
（
真

野
集
落
）が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
、

第
二
分
団
第
５
班
（
二
本
松
集
落
）

が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま
し

た
。

　

両
チ
ー
ム
は
、
町
の
大
会
以
降
、

夜
間
厳
し
い
練
習
に
励
み
、
こ
の
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
選
手
、
関
係
者
の
努

力
が
実
り
、
両
チ
ー
ム
が
揃
っ
て
優

勝
す
る
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
ま
し

た
。
こ
の
２
チ
ー
ム
は
昨
年
に
続
く

連
覇
と
な
り
、
支
会
で
も
一
目
を
置

か
れ
る
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
大
会
は
、
８
月
６
日
（
日
）
長

岡
市
の
長
岡
工
業
高
等
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。
ガ
ン
バ
レ
真

野
チ
ー
ム
、
二
本
松
チ
ー
ム
！

　

　

地
区
支
会
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

自動車ポンプの部優勝!　真野チーム

小型ポンプの部優勝!　二本松チーム

丸山先生から心肺蘇生法の指導を受ける団員

▶
消
防
署
員
か
ら
除
細
動
器
の
説
明
を
受
け
、

　

全
団
員
が
一
人
ず
つ
実
技
指
導
を
受
け
た

一刻を争う事態に命を救うために一刻を争う事態に命を救うために一刻を争う事態に命を救うために一刻を争う事態に命を救うために
消防団員救急救命講習会

食中毒を防止しましょう！！
　食中毒は、暑さ、湿気の増す７月から９月にかけて、全国的に多く発生する傾向があります。
現在、日本で食中毒原因菌に指定されているのは16種類。その中でも、腸炎ビブリオ菌・カ
ンピロバクター菌・腸管出血性大腸菌O-157・ノロウイルスは、感染力が強く、国内の食中毒
発生件数の原因物質の上位に数えられています。
　食中毒の主な症状は、下痢、腹痛及び発熱です。その他にも、頭痛、めまい、筋肉痛、血便
が伴うこともあります。
　いずれも私たちの身近な食材に存在しています。この季節は特に注意し、食中毒の脅威から、
あなたとあなたの大切な人を守りましょう。

腸炎ビブリオ

［特徴・汚染源］

海水が20℃以上になると、魚介類に付着して、

調理室に運ばれる。

塩分を好む。（真水に弱い）

増殖のスピードが、極めて速い。

［原因食品］

魚介類や、刺身、寿し、

岩ガキなど。

２次汚染を受けた食品。

（野菜の一夜漬けなどは、要注意）

［予防方法］

調理前に魚体を「真水」で、

よく洗う。（エラや、内臓の

処理した後も十分に洗う。）

調理後、２時間以内に食べる。

生食用魚介類は、「４℃以下」で保存する。

中心部まで、十分に加熱。

腸管出血性大腸菌　O-157

［感染源］

生の食肉、特に「牛肉」に付着している。

井戸水など、未殺菌の使用水から検出されること

がある。

牛の糞便中から、

多く検出される。

［原因食品］

肉類、特に「ひき肉」や

「サイコロステーキ」など注意が必要。

生鮮野菜など「未加熱」で食べる食品など。

消毒されていない「飲用井戸」など

［予防方法］

75℃以上・１分間以上の加熱

（中心まで、十分に加熱）

牛のレバーなどは、

生食しない、生食させない。

お問い合わせ　役場生活環境課　環境推進係　☎27－2111（内線283）

●簡単！まな板殺菌法●簡単！まな板殺菌法
　漂白剤を染み込ませたふきんを密着させるようにまな板全体を覆ってください。ふきんの除菌

もできて一石二鳥です。洗剤で洗った後、熱湯をまわしかける熱湯消毒も効果があります。

ダ
ブ
ル
で
連
覇
!!

い
ざ
県
大
会
へ

ダ
ブ
ル
で
連
覇
!!

い
ざ
県
大
会
へ

まな板は２枚以上用意する
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国民健康保険に加入している皆さんへ

国民健康保険税は
世帯ごとに課税されます
国保は一人ひとりが被保険者ですが、加入は世帯ごとになります。

そのため、保険税も世帯ごとに決められ、世帯主が納税の義務を負うことになります。

保険税は年度（４月～翌年３月まで）ごとに計算してお知らせします。

納税通知書は世帯主あてに届きます
保険税を納める義務は世帯主となります。

そのため、世帯主が職場の健康保険の加入者で、国保に加入していなくても、世帯の中に１人でも国保加入

者がいれば、納税通知書は世帯主に送られます。

所得申告を忘れずに！
保険税の所得割額は、前年の所得をもとに決められます。国保事業の健全な運営を図るため、正しい申告を

お願いします。

納付が困難なときは
特別な事情により保険税の納付が困難なときは、保険税の分割納付などができます。

滞納のままにすると、督促手数料や延滞金などがついてさらに納付が困難になる恐れがあります。そのままに

せず、お早めに国保担当窓口までご相談ください。

国保国保の年税額年税額が確定確定しましたしました
平成18年度

国保国保のの年税額年税額がが確定確定しましたしました

①督促を受けたり、延滞金が加算される場合があります。
②有効期間の短い短期証が交付される場合があります。
　↓
③保険証を国保係に返し、「被保険者資格証明書」の交付を受けます。
　※かかった医療費はいったん全額自己負担となります。
　↓
④国保の給付の全部または一部が差し止められます。
⑤ さらに滞納が続くと、国保の給付（療養費、高額療養費、出産育児一時金、葬祭費など）
の全部または一部が、滞納している保険税にあてられます。
　※財産の差し押さえが行われる場合もあります。

理由もなく保険税を滞納すると･･･

保険税が決まるまで
一世帯ごとの保険税額は、医療分と介護分をそれぞれ割り振って計算し、組み合わせたものが保険税となります。
※市区町村によって、組み合わせや税率が異なります

一世帯の保険税額

所得割　…　世帯の所得に応じて計算

円　×　 7.5％　＝　 円
資産割　…　世帯の資産に応じて計算

円　×　10.0％　＝　 円
均等割　…　世帯の加入者数に応じて計算

人　×26,000円　＝　 円
平等割　…　一世帯にいくらと計算

一世帯当たりの金額　　　＝　　32,000円

Ａ　合計　・・・・・・・・　 円

所得割　…　第２号被保険者の所得に応じて計算

円　×　　1.0％　＝　 円
均等割　…　世帯の加入者数に応じて計算

人　×　8,700円　＝　 円

Ｂ　合計　・・・・・・・・ 　 円
※介護分に資産割と平等割はありません

医療分 介護分

１年間の国民健康保険税額

医療分（所得割＋資産割＋均等割＋平等割）

円

Ａ 介護分（所得割＋均等割）

円

Ｂ 合　計 　

＝　 円
＋

　　　※仮算定ですでに課税されている世帯は以下のようになります
１年間の国民健康保険税額 仮算定で納めた額－ 今回お送りする税額＝

年間の保険税が確定

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

仮 算 定

年 税 額

今回お送りする通知内容

届出はお済みですか？
～加入・脱退の手続きは14日以内にお願いします～

加入の届け出が遅れると
● 前の保険が切れたときまで 遡

さかのぼ

っての加入となり、納付義務も発生する
ため、保険税を 遡

さかのぼ

って納めなければならなくなります。
● 届け出をしなかった期間の医療費は、全額自己負担となります。

脱退の届け出が遅れると・・・
● 新しい保険証に加入した日まで遡って脱退となるため、その間に保険証
を使って受診していた場合は町から出していた医療費を返還していただ
くこととなります。
● 他の保険と合わせて、二重に保険税を支払ってしまうことになりかねま
せん。

お問い合わせ　役場町民課　保険係　27－2111（内線116、117）　27－1952（直通）
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《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆心配ごと相談
　２日（水）16日（水）
町社会福祉協議会

◆行政相談
　８日（火）
◆乳幼児健康診査・各種学級
○１歳２か月児歯科健診
　21日（月）午後１時15分～
○乳児健診
　25日（金）午後１時15分～
○１歳６か月児健診
　31日（木）午後１時15分～
◆各種予防接種
　（受付は１時10分からです）
○ＢＣＧ予防接種
　１日（火）午後１時40分～
○麻しん風しん混合予防接種
　２日（水）午後１時40分～
○三種混合予防接種
　８日（火）午後１時40分～
○ポリオ予防接種
　22日（火）午後１時40分～

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ

お問い合わせ先
町　役　場 ☎２７－２１１１
町 民 会 館 ☎２７－２１２１
図　書　館 ☎２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

☎２７－６５１１
診　療　所 ☎２７－１２３４

８ 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

8
月

3
日
・ 

新
潟
農
林
統
計
協
会
役
員
会
・

総
会

4
日
・ 

中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
児
童
・
生

徒
訪
問
団
表
敬
訪
問

6
日
・ 

新
潟
県
消
防
大
会

7
日
・ 

新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
議
会
定
例
会

9
日
・ 

主
要
地
方
道
新
発
田
・
津
川

線
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

10
日
・ 

国
保
運
営
協
議
会
委
員
並
び

に
国
保
主
管
課
長
合
同
研
修

会

15
日
・ 

町
成
人
式

19
日
・ 

防
犯
講
演
会

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

「
ひ
き
こ
も
り

　
　

個
別
相
談
会
」

開
催
の
ご
案
内

　

新
発
田
地
域
振
興
局
（
新
発
田
保

健
所
）
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
の
問
題

に
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
を
対
象
に
、

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

第
１
回　

８
月
８
日
（
火
）

　

第
２
回　

９
月
21
日
（
木
）

　

第
３
回　

10
月
17
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

新
発
田
地
域
振
興
局
庁
舎

　

予
診
室
（
２
階
）

担
当
者
：
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

申
し
込
み
：
電
話
に
よ
る
予
約
制

新
発
田
地
域
振
興
局

健
康
福
祉
環
境
部　

地
域
保
健
課

☎
２
６

―

９
１
３
３

旬がおいしい
野菜料理教室

　野菜嫌いの子どもたちに「野菜を食べさせるにはどうした
らいいのかしら？」と悩んでいませんか。
　町では、「元気においしく食べる子ども」を目指して、園児、
児童を持つ保護者を対象に、地元で取れる旬の野菜を利用し
た料理教室を開催します。ぜひ、ご参加ください。

※ 亀代小学校区は９／20㈬、 山倉学小学校区は１／23㈫に予定していますが、
今回も参加できます。ぜひ、ご参加ください。

　　　○会場　　保健福祉センター
　　　○時間　　10時～12時30分頃
　　　○講師　　聖籠町食生活改善推進協議会
　　　○持ち物
　　　　エプロン、三角巾、手ふきタオル、
　　　　お米半合
　※準備がありますので事前にお申し込みください。
　※ 保育ルームあります。小学生以上は一緒に参加でき
ます。

８/４
㈮ 蓮野学区対象

平成18年度自衛官募集のおしらせ
　防衛庁では、次により自衛官を募集
しています。
　 自衛隊新発田募集事務所
　☎２６－５６１９

募集種目／資格 受付期間 試験期間 入隊

　２等陸・海・空士（３月要員）
※ 陸上自衛官は２年、海上・航空
自衛官は３年を任期とした制度

　●18歳以上、27歳未満
　（平成19年４月１日現在）

９月22日㈮まで
女子は
９月８日㈮まで

９月23日㈯又は
９月24日㈰
※２次試験はなし
女子は９月25日㈪

平成19年
３月下旬
から４月
上旬

　曹候補士
※ 入隊後３年以降選抜されたもの
が３曹へと昇任し、知識と技能
を高めていく制度

　●18歳以上、27歳未満
　（平成19年４月１日現在）

８月１日㈫から
９月８日㈮まで

１次試験
９月16日㈯午前
２次試験
10月７日～
13日の内１日

　一般曹候補学生
※ 入隊後２年で３曹へと昇任し、
若くしてリーダーを目指す制度

　●18歳以上、24歳未満
　（平成19年４月１日現在）

１次試験
９月16日㈯午後
２次試験
10月７日～
13日の内１日

　航空学生
※ 海・空のパイロットになること
を目的にした制度

　●18歳以上、21歳未満
　（平成19年４月１日現在）

１次試験
９月23日㈯
２次試験
10月14日～
19日の内１日
３次試験
11月中旬～12月中旬

農業収穫体験
と施設見学

農業収穫体験
と施設見学

～おいしいものは畑から
野菜はどのようにできるのかな～

８月20日（日）
　午前９時30分～午後２時

（小雨決行）
●収穫体験及び見学場所
・ 新発田市道賀集落のアスパラガ
ス栽培ほ場
・ 新発田市真野原集落のねぎ栽培
ほ場
・ ＪＡ北越後青果物集出荷セン
ター（新発田市真野原）
●参加対象者
　小学校１～４年生とその父母
（約25組）※募集店員50名
※ 定員になり次第締め切らせてい
ただきます。
●参加費
　親子２人で千円程度
●持参するもの
　お弁当、雨具、長靴、帽子、は
さみ（せん定バサミなど）
※ 当日の服装は汚れても良い服装
で参加願います。
●集合場所
　新発田振興局（駐車場）
●申込先及び申込み方法
　県新発田地域振興局農業振興部
　☎26-9157　☎26-9163
　☎26-9153　FAX22-2670
※ 電話又はファックスで申し込み
願います。

診療所休診のお知らせ
　診療所は、８月14日㈪～16日㈬
まで休診とさせていただきます。
聖籠町国民健康保険診療所
☎２７－１２３４

広報せいろう８月お知らせ号はお
休みさせていただきます。

町保健福祉課（聖籠町保健福祉センター内）管理栄養士中川まで
　　☎２７－６５１１

聖籠中学校吹奏楽部
第５回定期演奏会のお知らせ

日時　８月20日（日）　13時30分開場　14時00分開演
会場　聖籠町文化会館（町民会館内）　入場は無料
内容　第１部　吹奏楽オリジナル曲
　　　第２部　ポップスステージ

※ 第２部は、渡る世間は鬼ばかり、ルパン３世のテーマなど、様々なジャ※ 第２部は、渡る世間は鬼ばかり、ルパン３世のテーマなど、様々なジャ
ンルの曲を演奏します。皆さまのご来場をお待ちしています。ンルの曲を演奏します。皆さまのご来場をお待ちしています。
聖籠中学校　☎２７－７０８０聖籠中学校　☎２７－７０８０
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6 月の届出

赤ちゃん 保護者 行政区

　彩
あや
　ちゃん （ 熊倉　勇一 ） 旭ヶ丘

心
み
　優

ゆ
ちゃん （ 本田　邦広 ） 蓮　野

京
きょう
吾
ご
ちゃん （ 佐藤　　隆 ） 亀　塚

萌
ほ
乃
の
華
か
ちゃん （ 髙松　利樹 ） 亀　塚

梨
り
　子

こ
ちゃん （ 土門　信幸 ） 藤　寄

奏
そ
　愛

な
ちゃん （ 宮下　悠輔 ） 次第浜

　築
きずく
　ちゃん （ 神田　和弘 ） 別　條

楠
な
　々

な
ちゃん （ 碓井　雅也 ） 真　野

翔
しょう
 希
き
ちゃん （ 澁谷　　勉 ） 道賀新田

千
ち
　夏

なつ
ちゃん （ 神田　親良 ） 山　倉

花
か
　鈴

りん
ちゃん （ 埴田　勝美 ） 網代浜

げんきなよい子
出生

新郎・新婦 行政区

渡　邉　　　広
ひろし

さん｝ 苔　沼
（稲田）　美

み

　穂
ほ

さん

西　尾　賢
けん

太
た

郎
ろう

さん｝ 本三賀
（阿部）　佳

か

代
よ

子
こ

さん

坂　井　一
かず

　輝
き

さん｝ 二本松
（長谷川）まどかさん

幸多い人生を
婚姻

氏　名 年齢 行政区

髙　橋　　　洋
ひろし
さん （60歳） 網代浜

鈴　木　勝
かつ
　男

お
さん （66歳） 次第浜

石　田　石
いし
　三

ぞう
さん （78歳） 蓮潟新田

鈴　木　シツ子さん （82歳） 道賀新田

長谷川　三
み
智
ち
男
お
さん （85歳） 聖中ヶ丘

齋　藤　ヨシヂさん （93歳） 山倉

渡　邉　 さん （94歳） 亀塚

髙　橋　義
よし
　勝

かつ
さん （77歳） 次第浜

小　見　良
りょう
太
た
郎
ろう
さん （82歳） 大夫興野

神　田　成
しげ
　行

ゆき
さん （61歳） 蓮潟

ごめいふ
くをお祈りします
死亡

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

入　札　結　果
入札日　Ｈ18.6.13～29

工事(件)名 契約額(円) 業 者 名 納入完了日又は
工事(委託)期間最終日

1 河第１号　新発田川等草刈業務委託 7,035,000 曽根建㈱ 平成18年９月２日

2 河第２号　派川加治川維持管理業務委託 1,522,500 ㈱栗原緑樹園 平成18年９月２日

3 結いハート聖籠下水道接続工事

不調による
随意契約
随意契約額
4,649,925

曽根建㈱ 平成18年８月23日

4 山倉地区多目的屋内運動場下水道接続工事 1,365,000 ㈱丸昭工務店 平成18年８月13日

5 聖籠こども園下水道接続工事 1,785,000 ㈱市川組 平成18年８月13日

6 保健福祉センター下水道接続工事 不調

7 学校給食共同調理場下水道接続工事 1,375,500 ㈱カトウ工業 平成18年８月３日

8 上下水道課公有車購入 2,793,000 ㈲共栄自動車修理工業 平成18年８月13日

9 除細動器借上 1,990,800 エヌ・ティ・ティ・リース㈱新潟支店 平成22年６月30日

10 東山団地ふろがま修繕 3,360,000 ㈱カトウ工業 平成18年７月31日

11 下水道台帳作成業務委託 8,400,000 オリジナル設計㈱新潟事務所 平成19年３月15日

12 公下工第８号　杉谷内691号管渠整備工事 13,965,000 ㈱聖路総合 平成18年11月18日

13 公下工第41号　杉谷内612号管渠整備工事 7,875,000 安藤建設㈱新潟営業所 平成18年12月26日

14 公下工第13号　杉谷内670号管渠整備工事 19,110,000 ㈱岩村組聖籠支店 平成18年11月28日

15 特下工第31号　真野115号管渠整備工事 42,525,000 ㈱市川組 平成19年１月23日

16 公下工第31号　杉谷内960号管渠整備工事 38,325,000 曽根建㈱ 平成19年１月22日

17 公下工第33号　杉谷内942号管渠整備工事 46,200,000 ㈱丸昭工務店 平成19年１月22日

18 聖籠町観音の湯ざぶ～ん館下水道接続工事 4,935,000 新菖工業㈱ 平成18年９月26日

19 消第１号　蓮野小学校線消雪パイプ設置工事 19,950,000 曽根建㈱ 平成18年12月23日

20 改第２号　次第浜網代浜線道路改良工事 14,700,000 ㈱丸昭工務店 平成18年11月28日

21 改第６号　蓮潟二ツ山線道路改良工事 10,815,000 ㈲樋口建設 平成18年12月18日

22 海岸砂防林等草刈業務委託 3,675,000 ㈱丸昭工務店 平成19年９月７日
23 山倉小学校下水道接続工事 2,992,500 ㈱市川組 平成18年９月15日

24 臨海西公園散水施設設置工事 2,625,000 ㈱聖籠第一設備 平成18年９月12日

25
特下委第３号　藤寄管渠実
施設計に伴う土質調査業務
委託

2,677,500 ㈱日さく北信越支社 平成18年10月10日

26 図面用複写機借上 不調

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

　

聖
籠
町
で
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
防
止
の
た
め
、
聖
籠
町
猟

友
会
に
委
託
し
て
次
の
区
域
で
有
害

鳥
獣
の
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

駆
除
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安

全
に
最
善
の
注
意
を
払
っ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
駆
除
を
行
う
区
域　

　

聖
籠
町
一
円
、
た
だ
し
、
東
港
地

区
、
弁
天
潟
風
致
公
園
、
休
猟
区
、

公
道
、
社
寺
境
内
、
墓
地
、
環
境
大

臣
の
指
定
す
る
公
園
等
を
除
く
。

役
場
産
業
観
光
課　

農
業
振
興
係

☎
２
７

｜

２
１
１
１（
内
線
１
２
６
）

有
害
鳥
獣
駆
除

の
お
知
ら
せ

有
害
鳥
獣
駆
除

の
お
知
ら
せ

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
事

業
主
の
義
務
と
し
て
、
妊
娠
中
ま
た

は
出
産
後
の
女
性
労
働
者
が
健
康
診

断
等
を
受
け
る
た
め
の
時
間
を
確
保

し
、
そ
の
女
性
労
働
者
が
医
師
等
の

指
導
事
項
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
勤
務
時
間
の
変
更
な
ど
の
措
置

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
基
準
法
に
は
、
産
前

産
後
休
業
や
危
険
有
害
業
務
の
就
業

制
限
等
女
性
労
働
者
の
妊
娠
、
出
産

等
に
関
す
る
保
護
規
定
が
あ
り
ま

す
。

　

１
人
ひ
と
り
の
女
性
労
働
者
の
状

況
に
応
じ
た
的
確
な
母
性
健
康
管
理

の
推
進
の
た
め
に
は
、
事
業
主
、
女

性
労
働
者
、
医
師
の
連
携
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
、厚
生
労
働
省
で
は
、

「
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項
連
絡

カ
ー
ド
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

　

女
性
労
働
者
か
ら
こ
の
カ
ー
ド
が

提
出
さ
れ
た
場
合
、
事
業
主
は
カ
ー

ド
の
記
載
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
措

置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

役
場
産
業
観
光
課　

☎
２
７

｜

２
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

保
健
福
祉
課

☎
２
７

｜

６
５
１
１

新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
２
５

｜

２
３
４

｜

５
９
２
８

　

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
（
第
８
回
特
別
弔
慰
金
）
の
支

給
事
務
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

既
に
請
求
さ
れ
て
い
る
ご
遺
族
を

は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。

　

裁
定
審
査
は
県
で
受
け
付
け
た
順

番
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
初
年
度
に

請
求
が
集
中
し
た
た
め
、
処
理
に
相

当
の
日
数
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
県
で
は
具
体
的
な
国
債
発
行
時

期
を
お
約
束
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
で
き
る

だ
け
早
く
国
債
が
届
く
よ
う
早
期
処

理
に
努
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
請
求
手
続
き
を
ま
だ
完
了

さ
れ
て
い
な
い
ご
遺
族
の
方
は
、
早

め
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第
８
回
特
別
弔
慰
金
請
求
受
付
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

　

請
求
手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先

役
場
町
民
課　

町
民
サ
ー
ビ
ス
係

☎
２
７

｜

２
１
１
１（
内
線
１
１
２
）

不法投棄を
撲滅しましょう！

～ホットライン設置～
（フリーダイヤル）

　県では、産業廃棄物の不法投棄が減
らない現状から、下記のとおり県庁廃
棄物対策課内に不法投棄ホットライン
を設置しています。

不法投棄ホットライン
（FAXも同じ番号）

０１２０－３
サ ン パ イ

８１－７
なく（そ）お

９０

●通報する内容

・発見日時

・発見場所

・土地に関する情報（土地の所有者等）

・現場の状況（廃棄物の種類等）

・ 行為者に対する情報（車両のナンバー

等）

※産業廃棄物を不法投棄した者が特定
され、原状回復に結びつくなどの有力
な情報の提供者には、県より報奨金
１万円が給付されます。
　これは、町民の皆さんから不法投棄
の情報を頂き、早期発見による迅速な
対応を図るためのものです。
　新潟県の美しい自然環境を守るため、
不法投棄の撲滅を目指して町民の皆さ
んのご協力をお願いします。
 新潟県県民生活・環境部廃棄物対策
課産業廃棄物処理業係

☎０２５－２８０－５１６２
役場生活環境課環境係

☎２７－１９６２

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

働
き
な
が
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
方
へ

「
母
性
健
康
管
理
指
導

事
項
連
絡
カ
ー
ド
」
を
ご
存
知
で
す
か
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みんなで地域の安全点検をしてみませんか？

『安全で安心なまちづくり講習会』
開催のお知らせ

　刑法犯認知件数が減少傾向にあるなか、凶悪犯の殺人、放火及び粗暴
犯は増加しており、住民の皆さんが感じる治安は悪化しています。特に、
子どもの安全を脅かす犯罪は全国的に後を絶ちません。
　このようななか聖籠町では、昨年の９月に“聖籠町安全で安心なまち
づくり条例”を公布施行し、自らの地域は自ら守るという意識のもとに
地域、住民、事業者等と行政、警察が一体となって行う犯罪防止のため
の活動を進めています。
　このたびその一環として、「子ども」と「地域」を犯罪から守るために『安
全で安心なまちづくり講習会』を開催しますのでお知らせします。

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

●講師紹介
　小宮 信夫（こみや・のぶお）　
・ 中央大学法学部法律学科卒業。ケンブリッジ
大学大学院犯罪学研究科終了。
・ 法務省国連アジア極東犯罪防止研究所、法務
総合研究所などを経て現職。専攻は犯罪社会
学。現在、文部科学省「防犯教育及び学校の
安全管理に関する調査研究協力者」、東京都
「治安専門家対策会議」委員など。
・ 著書は「犯罪は『この場所』で起こる」（光
文社新書）など多数。
・ ＮＨＫの『クローズアップ現代』など多くの
テレビ番組に出演。
　ご不明な点は、役場生活環境課　地域安全
係☎２７－２１１１（内線２８４）までお問
い合わせください。

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

◆基調講演
　日時　８月19日（土）13：30～16：00
　場所　聖籠中学校　青春広場
　　　　※約200名が入場可能。
　演題　犯罪機会論と地域安全マップ
　講師　立正大学文学部社会学科教授
　　　　社会学博士　小宮 信夫　氏
　　　　※ どなたでも参加できます。

◆地域安全マップ作成
　日時　８月20日（日）9：30～16：00
　場所　蓮野小学校
　講師　小宮 信夫　氏
　　　　（補助：小宮博士ゼミ学生10名）

※蓮野小学校の高学年が実際に“地域安全マップ”を作ります。
※一般参加はできません。

若いあなたに
ピッタリかも

　県は若年未就業者向けの職業訓練と
して、サポートエージェント養成科の
訓練生を募集しています。この職業訓
練は、新潟テクノスクール内での授業
＋企業での研修を組み合わせた新しい
スタイルの訓練です。企業での研修の
後半は、有期パート就労となり賃金が
支払われます。
■応募資格
　概ね35歳以下の方
■応募期間
　平成18年9月21日（木）まで
■訓練期間
　平成18年10月5日（木）から
　平成19年7月26日（木）まで
　　（10か月間）
■定　　員　　15名
■受 講 料
　無料
　（ 教材費等4万円程度は自己負担）
 新潟テクノスクール開発援助課サ
ポートーエージェント養成科担当

　 又は新潟テクノスクールホームペー
ジをご覧ください。

　☎025-247-7397

放送大学10月
入学生募集

　放送大学は、いつでも、どこでも、
だれでもが学べる、テレビ・ラジオで
授業を行う正規の通信制大学です。
■募集学生
　〇教養学部
　　（全科生・選科生・科目生）
　〇大学院
　　（修士選科生・修士科目生）
■出願受付期間
　受付中～8月15日（火）
　★ 人文・社会・自然・産業等の幅広

い分野の科目（約300科目）が選
べます。健康、福祉、心理に関す
る科目やスキルアップに役立つ科
目が数多くあります。

　　 取りあえず、資料をご請求くださ
い！（無料送付）

■資料請求・問合せ先
　〒951-8122 新潟市旭町通1-754
　　放送大学新潟学習センター
　　☎025-228-2651

税務財政課からのお知らせ税務財政課からのお知らせ

　多忙な毎日で、ついうっかり納税するのを忘
れていたら督促状が来た。という経験はありま
せんか。
　税金は、納期限までに納入しないと督促手数
料や延滞金が加算されます。
　このようなことがないよう、確実・便利な口
座振替を利用してください。
　なお、町税の督促手数料は督促状１通につき
100円、延滞金は年14.6％（最初の１か月は4.1％）
がそれぞれ加算されます。
　口座振替の申し込みは、町と契約している金
融機関でお願いします。
役場税務財政課　☎27-1956

■納める時期
　第１期　８月31日（木）まで
　第２期　11月30日（木）まで
■納税窓口
　お送りした納税通知書をお持ちになって、お近くの金
融機関・郵便局・地域振興局県税部で納めてください。
■口座振替
　預金口座のある金融機関で申し込まれますと、次のと
おりに口座振替が開始されます。
・ 今年の７月～９月に申し込みをした場合
　　今年の第２期分から
・ 今年の10月～来年６月に申し込みをした場合
　　来年の第１期分から
新発田地域振興局県税部　☎22 - 5106

― 町県民税は口座振替で納期限内納税を ―
８月は町県民税の納入月です 個人事業税の納税はお早めに

税
金
の
質
問
に

税
金
の
質
問
に

　
　

お
答
え
し
ま
す

　
　

お
答
え
し
ま
す

Q 私は、平成18年３月30日に聖籠

町から新発田市に引っ越しまし

たが、６月に聖籠町から18年度分町・

県民税の納税通知書がきました。現在新

発田市民なのになぜ聖籠町に納税しなけ

ればならないのでしょうか。

A 町・県民税は１月１日現在の住

所地に納税することになってい

ます（地方税法第318条）。

　したがって、あなたの１月１日現在の

住所は聖籠町にあったのですから、18

年度分は聖籠町に納税することになりま

す。

子どもの人権110番
　子どもの人権に関する相談や、女性の人権に
関する電話相談を次のとおり受け付けます。
土日も相談に応じますので、ご利用ください。
■相談内容
　 いじめや虐待など
　　広く子どもの人権に関すること
■電話番号

　0
ぜろななぜろのひゃくとおばん

570 - 070 - 110
■相談日時
　・8月28日（月）～9月1日（金）
　　午前8時30分～午後6時30分
　・9月2日（土）～9月3日（日）
　　午前10時～午後5時
※PHS・IP電話からは接続できません。
役場町民課　町民サービス係
☎27 - 2111（内線112）

　

新
発
田
警
察
署
で
は
、
8
月
7
日

（
月
）
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で
『
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相

談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
所
で
は
、
ご
家
族
や
お
知
り

合
い
の
方
が
、「
病
気
を
苦
に
し
て

家
出
を
さ
れ
た
。」、「
外
出
さ
れ
て

そ
の
ま
ま
行
方
が
分
か
ら
な
い
。」

等
の
理
由
で
、
そ
の
後
消
息
が
知
れ

ず
お
困
り
の
方
の
た
め
、
所
在
確
認

の
調
査
を
行
い
ま
す
。
全
国
各
地
で

亡
く
な
ら
れ
身
元
の
分
か
ら
な
い
方

や
、
持
物
等
の
写
真
を
多
数
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
当
日
お
越
し

い
た
だ
け
な
い
方
は
、
次
の
警
察
署

等
で
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

■
巡
回
相
談
所

　
（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

8
月
1
日
（
火
）

三
条
警
察
署

☎
０
２
５
６
―
３
３
―
０
１
１
０

8
月
3
日
（
木
）

上
越
警
察
署

☎
０
２
５
―
５
２
１
―
０
１
１
０

8
月
7
日
（
月
）

新
発
田
警
察
署

☎
０
２
５
４
―
２
３
―
０
１
１
０

8
月
9
日
（
水
）

長
岡
警
察
署

☎
０
２
５
８
―
３
８
―
０
１
１
０

■
特
別
相
談
所

　
（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

8
月
中
1
か
月
間
（
土
日
除
く
）

県
警
本
部
刑
事
部
鑑
識
課
（
県
庁

隣
り
）

☎
０
２
５
―
２
８
５
―
０
１
１
０

行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所（
無
料
）

開
設
の
お
知
ら
せ
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町の交通事故

発生状況

区分

年

６月 １月～６月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成18年 10 0 10 45 0 60

平成17年 11 0 16 60 0 87

増　減 －1 0 －6 －15 0 －27

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
は

　

役
場
生
活
環
境
課

☎
２
７―

１
９
６
２

（
直
通
）

　
「
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
５
分
間

が
生
死
を
分
け
ま
す
よ
」。

　

６
月
25
日
、
交
通
安
全
協
会
と
母

の
会
主
催
で
行
わ
れ
た
救
急
救
命
講

習
会
で
は
、
40
人
の
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
、
消
防
署
員
の
か
け
声
に
緊
張

し
な
が
ら
、
一
生
懸
命
学
ん
で
い
ま

し
た
。 

　

当
日
は
、
町
国
保
診
療
所
の
丸
山

先
生
と
消
防
署
員
の
方
々
を
講
師
に

迎
え
、
心
肺
蘇
生
と
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）、
止
血
法
等
に
関
す
る
講
義
、

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、「
以
前
救
急
救
命
の
講
習

会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

ブ
ラ
ン
ク
も
あ
り
忘
れ
て
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
復
習
で
き
て
よ
か
っ

た
。
除
細
動
器
の
講
習
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
大
変
た
め
に
な
っ
た
」

（
齋
藤
正
信
さ
ん
）、「
初
め
て
参
加

し
た
。
実
際
に
交
通
事
故
の
現
場
に

居
合
わ
せ
た
ら
率
先
し
て
や
り
た

い
」（
長
山
節
子
さ
ん
）
と
感
想
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

世
界
に
た
っ
た
一
つ
の
尊
い
命
。

交
通
事
故
の
現
場
に
遭
遇
し
た
と
き
、

尊
い
命
を
救
助
で
き
る
よ
う
、
一
人

で
も
多
く
の
人
が
救
急
救
命
法
の
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

正しい知識と技術、正しい知識と技術、
そして少しの勇気で命を救おうそして少しの勇気で命を救おう

救急救命講習会実施!

　

蓮
野
小
学
校
区
内
の
集
落
で
は
、
４
月
に
学
校

で
学
ん
だ
「
安
全
な
歩
行
・
横
断
の
方
法
、
自
転

車
の
乗
り
方
」
を
も
う
１
度
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
各
集
落
の
保
護
者
が
自
主
的
に
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

各
集
落
の
公
会
堂
な
ど
で
、
町
の
交
通
指
導
員

と
地
域
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し
く
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん

で
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
確
認

蓮
野
小
学
校
区
の
各
集
落
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
主
催
の
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
観
光
課

 

６
月
８
日
（
木
）・
12
日
（
月
）

29
日
（
木
）

● 

聖
籠
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
開
催

　

夏
ま
つ
り
、
着
々
と
準
備
す
す
む

　

聖
籠
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

第
４
回
目
の
部
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催

し
、
花
火
部
会
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
部
会
と
も
に
順
調
に
進
ん
で
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
第
10
回
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

で
は
昨
年
よ
り
も
一
段
と
充
実
し
た

内
容
と
な
る
よ
う
実
行
委
員
一
同
、

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

来
る
８
月
５
日
（
土
）
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
翌
６
日
（
日
）
ビ
ー
チ
コ

ン
サ
ー
ト
・
大
花
火
大
会
を
楽
し
み

に
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

町

民

課

 

７
月
３
日
（
月
）

● 

聖
籠
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

開
催

　

委
員
の
皆
さ
ん
に
、
平
成
18
年
度

か
ら
、『
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運

営
委
員
会
』・『
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
』
の
委
員
を
兼
ね

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員

会
で
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
ま
す
。

・ 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
に

関
す
る
こ
と
。

・ 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
基

準
及
び
介
護
報
酬
に
関
す
る
こ

と
。

・ 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確

保
及
び
運
営
評
価
に
関
す
る
こ

と
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
で
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
す
。

・ 

セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
関
す
る
こ

と
。

・ 

セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
評
価
に
関

す
る
こ
と
。

・ 

地
域
の
連
携
支
援
体
制
等
に
関
す

る
こ
と
。

　

協
議
会
で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

① 

平
成
17
年
度
の
事
業
実
績
に
つ
い

て
②
町
単
独
助
成
事
業
に
つ
い
て

③ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
せ
い
ろ
う
の
指

定
に
つ
い
て

④
地
域
支
援
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

学
校
教
育
課

 

６
月
27
日
（
火
）

● 

第
６
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

　

定
例
会
開
催

・ 

聖
籠
町
文
化
財
調
査
審
議
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

● 

教
育
委
員
が
各
学
校
長
か
ら
学
校

運
営
の
様
子
な
ど
を
う
か
が
う
学

校
訪
問
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
１
回
目　

６
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

蓮
潟
こ
ど
も
園

第
２
回
目　

６
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　

蓮
野
小
学
校

第
３
回
目　

６
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　

聖
籠
こ
ど
も
園

● 

教
育
委
員
が
子
ど
も
た
ち
の
給
食

の
様
子
を
う
か
が
う
学
校
訪
問
会

食
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

第
３
回
目　

６
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　

亀
代
小
学
校

第
4
回
目　

６
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　

蓮
潟
こ
ど
も
園

第
5
回
目　

６
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　

山
倉
小
学
校

農
業
委
員
会

６
月
26
日
（
月
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会

　

第
19
期
第
28
回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

・ 

平
成
18
年
度
全
国
農
業
新
聞
普
及

拡
大
目
標
部
数
の
設
定
に
つ
い
て 

・ 

聖
籠
町
農
業
委
員
定
数
調
査
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

以
上
の
５
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動
な
ど

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当

課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

町
の
動
向

町
の
動
向

町
の
動
向

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

昨年の夏まつり
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毎
週
金
曜
日
の
四
時
限
目
に
聖
籠

中
学
校
で
は
〝
選
択
み
ら
い
〞
と
い

う
授
業
が
あ
り
ま
す
。こ
の
授
業
は
、

各
自
の
興
味
・
関
心
か
ら
教
科
を
選

び
、
講
座
に
よ
っ
て
は
外
部
講
師
を

招
き
行
わ
れ
ま
す
。
全
部
で
三
十
講

座
ほ
ど
あ
る
そ
う
で
す
。こ
の
日
は
、

数
学
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
講
座
の
中

の
将
棋
と
囲
碁
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

将
棋
で
は
、三
年
男
子
生
徒
が「
五

歳
か
ら
将
棋
を
始
め
ま
し
た
が
、
た

ま
に
会
う
お
爺
ち
ゃ
ん
と
勝
負
を
し

て
も
な
か
な
か
勝
て
ま
せ
ん
」
と
、

こ
の
日
も
講
師
の
方
と
相
手
を
し
て

も
ら
い「
も
の
す
ご
く
強
い
。一
回
も

勝
っ
た
こ
と
が
な
い
！
」と
肩
を
落
と

し
て
い
ま
し
た
。
講
師
の
、
本
田
先

生（
藤
寄
）と
渡
辺
先
生（
網
代
浜
）は
、

「
楽
し
ん
で
や
れ
ば
、
そ
れ
が
た
め

に
な
り
ま
す
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

囲
碁
で
は
、三
年
男
子
生
徒
が「
去

年
は
将
棋
、
今
年
は
囲
碁
！
囲
碁
は

と
っ
て
も
む
ず
か
し
い
」
と
い
っ
て

い
ま
し
た
が
、講
師
の
新
保
先
生
（
山

三
賀
）
は
「
囲
碁
は
、
奥
が
深
い
！

集
中
力
を
や
し
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
む 

そ
れ
が
た
め
に
な
る

―

選
択
み
ら
い―

　
　

楽
し
む 

そ
れ
が
た
め
に
な
る

―

選
択
み
ら
い―

　
　

町　民
ホームベースからみらいのたね

みらいのたね

せいろう共育ひろば

　

今
年
も
み
ら
い
の
た
ね
Jr.
は
梅

干
を
漬
け
ま
し
た
。
聖
籠
中
学
校

の
昼
休
み
は
約
一
時
間
あ
り
ま

す
。
Jr.
の
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
こ

の
昼
休
み
を
利
用
し
ま
す
。

　

六
月
二
十
八
日
（
水
）、
梅
の

香
り
が
い
っ
ぱ
い
の
家
庭
科
室
で

は
、
み
ら
い
の
た
ね
Jr.
た
ち
が
梅

の
へ
た
を
取
っ
て
い
ま
す
。
大
き

い
梅
と
小
さ
い
梅
を
分
け
な
が
ら

の
作
業
で
す
。

　
「
へ
た
を
取
ら
な
い
と
、
カ
ビ

の
原
因
に
な
る
の
よ
ー
」
と
や
さ

し
く
教
え
て
く
だ
さ
る
澁
谷
カ
ツ

子
さ
ん
。
37
㎏
も
あ
る
梅
で
す
。

な
か
な
か
減
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。

　
「
こ
の
あ
と
は
ど
う
す
る
ん
で

す
か
？
」、「
水
に
一
晩
漬
け
て
ア

ク
を
抜
き
ま
す
」、「
ア
ク
？
ア
ク
4

4

病
神
4

4

を
追
い
出
す
ん
だ
!!
」ど
ん
ぐ

り
た
い
と
澁
谷
さ
ん
は
大
笑
い
。

上
手
に
た
と
え
る
も
の
で
す
ね
。

　

六
月
三
十
日
（
金
）、
い
よ
い
よ

塩
漬
け
で
す
。
タ
ル
や
重
石
、
そ

し
て
Jr.
た
ち
の
手
も
焼
酎
で
良
く

滅
菌
し
、
作
業
開
始
で
す
。「
焼

酎
が
目
に
し
み
る
よ
〜
」
と
お
お

さ
わ
ぎ
。

　

お
塩
は
梅
の
15
％
を
使
い
ま

す
。「
皆
さ
ん
、
何
㎏
必
要
で
す

か
？
」
澁
谷
さ
ん
の
質
問
に
み
ん

な
シ
ー
ン
…
予
め
用
意
し
て
お
い

た
５
㎏
ほ
ど
の
塩
を
見
て
「
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
使
う
ん
で
す
か
？
」

と
ど
の
子
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
漬
け
だ
る
に
梅
と
塩
を

交
互
に
入
れ
、
重
石
を
置
い
て
出

来
上
が
り
で
す
。

　

み
ん
な
で
協
力
し
合
い
昼
休
み

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
ア
ッ
と
い
う
間
の
一
時
間
で
し

た
。

　

教
材
園
で
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
い

る
赤
ジ
ソ
も
、
本
漬
け
の
日
ま
で

大
事
に
育
て
ま
す
。

梅
干
を
漬
け
ま
し
た

塩
漬
け
す
る
ぞ
ー
！

町民ＨＢ（どんぐりたい）
夏休み（８月）の日程

○活動日＆時間
・8月1日㈫～8月10日㈭
　　9：00～12：00
・8月29日㈫～8月31日㈭
　　8：30～16：30

○夏季休業
・8月11日㈮～8月28日㈪
地域交流棟☎27地域交流棟☎27-70857085地域交流棟☎27-7085

　

先
月
の
９
日
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
が
イ
タ
リ

ア
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
日

本
代
表
は
、
残
念
な
が
ら
グ
ル
ー
プ

リ
ー
グ
で
敗
退
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
国
々
と
は
ま
だ
ま
だ
サ
ッ

カ
ー
の
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

悔
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
０
年
に
行
わ
れ
る
南
ア
フ
リ

カ
大
会
を
目
指
す
戦
い
は
既
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
国
内
リ
ー
グ
で
あ

る
Ｊ
リ
ー
グ
で
の
戦
い
を
厳
し
く
激

し
く
す
る
こ
と
は
、
必
ず
や
日
本
を

代
表
す
る
選
手
た
ち
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
残
っ
た
国
の
選
手

た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
欧
州
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
常
日
頃
か
ら
レ
ベ
ル
の
高
い

リ
ー
グ
戦
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と

が
、
一
人
ひ
と
り
の
技
量
を
高
め
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
欧
州
リ
ー
グ
の
強
豪
が
、
今

月
４
日
に
新
潟
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

欧
州
各
国
リ
ー
グ
戦
の
上
位
ク
ラ

ブ
が
争
う
カ
ッ
プ
戦
で
あ
る
Ｕ
Ｅ
Ｆ

Ａ
カ
ッ
プ
の
覇
者
で
、
ス
ペ
イ
ン
・

リ
ー
ガ
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
に
所
属
す

る
セ
ビ
リ
ア
Ｆ
Ｃ
で
す
。
昨
季
は
、

ド
イ
ツ
で
戦
う
代
表
チ
ー
ム
に
数
多

く
の
選
手
を
輩
出
し
た
セ
ビ
リ
ア
。

こ
の
チ
ー
ム
は
、
有
望
な
若
手
選
手

を
育
て
上
げ
る
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
有

名
で
す
。
試
合
を
す
る
選
手
に
と
っ

て
も
、
ス
タ
ジ
ア
ム
に
ご
来
場
い
た

だ
く
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
世
界
と

の
距
離
を
体
感
で
き
る
、
ま
た
と
な

い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ス
タ
ジ
ア
ム

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
レ

ベ
ル
を
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
ご
覧
に
な
っ

て
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
体
を

動
か
し
た
く
な
っ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
潟
聖
籠
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
』

で
は
、
す
っ
か
り
お
馴
染
み
と
な
っ

た
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
大
会
を
開
催

中
で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
の
観
戦
を
き
っ
か
け
に
、

興
味
を
も
た
れ
た
方
や
、
ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
み
た
く
な
っ
た
方
、
初
心
者

に
は
最
適
な
楽
し
み
志
向
の
エ
ン

ジ
ョ
イ
リ
ー
グ
も
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
サ
ル
と
同
様

に
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
８

人
制
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ー
グ
戦
も
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
、
一
度
サ
ッ
カ
ー
を
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
』
で
は
、

サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
運
動
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
主
に
女
性
に

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
『
ア

シ
ュ
タ
ン
ヨ
ガ
』
や
『
ピ
ラ
テ
ィ
ス
』

の
ク
ラ
ス
も
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て

お
り
、
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
幅
広

い
方
々
に
体
を
動
か
す
楽
し
み
を
感

じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
先
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
『
無
料
開
放
デ
ー
』
に
は
、フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
を
無
料
で
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
格

的
な
設
備
で
体
を
鍛
え
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
日
々
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
機
器
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
家
族
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
月
の
無
料
開

放
デ
ー
は
、
12
日
（
土
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

８
月
４
日
（
金
）
に

セ
ビ
リ
ア
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
！

注
目
の
選
手

　

地
元
・
新
潟
出
身
の
ル
ー
キ
ー
田

中
亜
土
夢
選
手
も
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
５

カ
月
が
経
ち
、
す
っ
か
り
と
た
く
ま

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
特
別
指
定

選
手
と
し
て
高
校
生
な
が
ら
Ｊ
１

リ
ー
グ
に
出
場
し
た
と
き
か
ら
、
物

怖
じ
せ
ず
に
ピ
ッ
チ
で
『
戦
え
る
』

選
手
で
し
た
が
、
プ
ロ
に
な
っ
て
か

ら
は
そ
の
プ
レ
ー
に
ま
す
ま
す
磨
き

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
の
代
表
で
あ
る
Ｕ
―
19
日

本
代
表
に
も
数
多
く
招
集
さ
れ
て
い

る
田
中
選
手
。田
中
選
手
を
は
じ
め
、

無
限
の
可
能
性
を
持
つ
若
手
選
手
た

ち
に
は
、
４
年
後
再
び
日
本
代
表
が

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
挑
む
と
き
に
、

新
潟
か
ら
初
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出

場
選
手
と
し
て
ピ
ッ
チ
に
立
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

　
　

（
記
事
提
供
・

　
　
　
　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

背
番
号
32　

 　
　
　

田
中
亜
土
夢 

選
手

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
で
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ジ
ム
を
無
料
開
放



みんなのひろば
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六
月
十
五
日
（
木
）
山
倉
小
学
校
で
三
年
生
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
昼
食
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
食
会
は
、〝
給
食
で
の
、
お
子
さ
ん
の
食
べ
っ
ぷ
り

を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
〞
と
い
う
先
生
の
提
案
か
ら
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
四
十
数
名
の
保
護
者
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
は
、
え
び
と
豆
腐
の
チ
リ
ソ
ー
ス
ラ
イ
ス
、
ビ
ー
ン
ズ

サ
ラ
ダ
、
ア
ッ
プ
ル
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
と
牛
乳
で
し
た
。〝
こ
ん

な
に
食
べ
る
の
？
〞
と
び
っ
く
り
す
る
ご
飯
の
量
も
、
特
に
男

の
子
は
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て
し
ま
い
、
給
食
ま
で
に
朝
ご
は
ん
を

消
化
し
て
お
腹
を
空
か
せ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

試
食
後
、
成
長
期
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
方
に
給
食

セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
栄
養
士
さ
ん
か
ら
食
育
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。「
子
ど
も
た

ち
に
た
く
さ
ん
の

野
菜
を
食
べ
さ
せ

る
た
め
、
特
に
嫌

い
な
食
べ
物
を
ど

う
声
を
か
け
て
食

べ
さ
せ
た
ら
よ
い

か
」
等
に
つ
い
て

学
ぶ
良
い
機
会
と

な
っ
た
よ
う
で

す
。

食
欲
、
す
ご
い
ね
！

―

三
年
生
昼
食
試
食
会―

食
欲
、
す
ご
い
ね
！

―

三
年
生
昼
食
試
食
会―

　

亀
代
小
学
校
で
は
、
六
年
生
か
ら
一
年
生
ま
で
の
縦
割
り
グ

ル
ー
プ
の
名
称
を
『
に
こ
に
こ
班
』
と
い
い
、
清
掃
が
主
な
活

動
内
容
で
す
。
読
書
週
間
中
の
六
月
十
四
日
、
朝
読
書
の
時
間

を
利
用
し
班
長
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
会

場
は
各
自
が
担
当
す
る
清
掃
区
域
で
す
。

　

理
科
室
に
集
ま
っ
た
児
童
た
ち
の
前
で
レ
オ=

レ
オ
ニ
作

『
マ
シ
ュ
ー
の
ゆ
め
』
を
読
ん
だ
班
長
の
高
松
万
里
愛
さ
ん
（
六

年
）
は
、「
ね
ず
み
が
主
役
で
楽
し
か
っ
た
し
、
一
年
生
で
も

わ
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ
た
の
で
」
と
以
前
に
読
ん
だ
事
が
あ

る
こ
の
絵
本
を
選
択
。「
楽
し
か
っ
た
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、

や
さ
し
い
文
章
表
現
と
鮮
や
か
な
色
使
い
の
挿
絵
に
、
身
を
乗

り
出
し
て
聞
き
入
る
児
童
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
と
の
出
会
い
は
一
生
の
宝
。
様
々
な
機
会
を
通
し
て
一
冊

で
も
多
く
の

本
と
出
会
い
、

お
気
に
入
り

を
ど
ん
ど
ん

増
や
し
ま

し
ょ
う
。
い

つ
も
と
は
少

し
違
っ
た
朝

の
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　

梅
雨
に
入
っ
た
六
月
二
十
日
（
火
）
は
『
お
は
な
し
タ
イ
ム
』

の
時
間
で
し
た
が
、
今
回
は
特
別
に
さ
く
ら
ん
ぼ
劇
団
の
人
形

劇
『
三
匹
の
こ
ぶ
た
』
が
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
可
愛
い
人
形
に
目
を
輝
か
せ
、
手
遊
び
歌
に
合
わ
せ
て

両
の
手
を
動
か
す
子
ど
も
た
ち
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

さ
て
昨
年
四
月
に
生
ま
れ
た
『
す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん

ぼ
』
も
一
歳
を
過
ぎ
ま
し
た
。
マ
マ
さ
ん
の
口
コ
ミ
も
あ
り
定

期
的
に
通
う
方
も
次
第
に
増
え
、
最
近
は
パ
パ
さ
ん
が
お
子
さ

ん
を
連
れ
参
加
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
四
月
か
ら
担
当
と
な
っ
た
渋
谷
先
生
や
二
年
目
に
な
る

細
貝
先
生
は
、
親
子
と
の
距
離
感
を
大
切
に
し
、
初
め
て
の
人

で
も
気
軽
に
入
れ
る
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

暑
い
八
月

は
プ
ー
ル
遊

び
が
中
心
。

玄
関
脇
に
子

ど
も
用
プ
ー

ル
を
準
備
し

て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽

し
く
遊
び
ま

せ
ん
か
。

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
…

―

す
く
す
く
サ
ロ
ン　

さ
く
ら
ん
ぼ―

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
…

―

す
く
す
く
サ
ロ
ン　

さ
く
ら
ん
ぼ―

　

亀
代
こ
ど
も
園
と
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
の
交
流
会
が
六
月

二
十
三
日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
お

天
気
で
し
た
が
、
カ
レ
ッ
ジ
体
育
館
内
は
園
児
た
ち
の
賑
や
か

な
声
に
終
始
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
四
歳
児
五
十
二
名
が
参
加
し
、
カ
レ
ッ
ジ
の
先
生
六

名
を
相
手
に
鬼
ご
っ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
普
段
と
違
う
場
所
に

戸
惑
っ
て
い
た
園
児
も
や
が
て
広
い
館
内
を
駆
け
回
り
ま
す
。

そ
の
後
、
ボ
ー
ル
遊
び
に
チ
ェ
ン
ジ
。
初
め
は
両
手
で
次
は
足

を
使
い
ミ
ニ
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
シ
ュ
ー
ト
と
徐
々
に
ボ
ー
ル

に
慣
れ
さ
せ
楽
し
ま
せ
る
構
成
は
見
事
な
も
の
で
す
。

　

楽
し
い
時
間
は
ア
ッ
と
い
う
間
。
ド
リ
ブ
ル
で
走
り
回
る
館

内
に
「
今
日
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
」
の
声
。「
え
ぇ
〜
も
っ
と

遊
び
た
い
！
」
と
園
児
た
ち
の
ブ
ー
イ
ン
グ
の
中
、「
ボ
ー
ル

上
手
に
蹴
れ
た
よ
。」

「
サ
ッ
カ
ー
楽
し

か
っ
た
な
」
と
水
筒

片
手
に
汗
を
拭
き
な

が
ら
話
す
満
足
気
な

お
顔
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

貴
重
な
体
験
を
し

た
園
児
た
ち
。
秋
に

は
再
度
交
流
の
場
が

設
け
ら
れ
る
予
定
で

す
。

気
分
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

―

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と　

交
流―

気
分
は
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

―

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と　

交
流―

　

六
月
二
十
九
日
（
木
）、蓮
潟
こ
ど
も
園
に
『
全
国
訪
問　

お

は
な
し
隊
』
が
来
て
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
は
な
し
隊
は
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に

絵
本
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
巡
回
し
て
い
ま
す
。「
六

月
は
新
潟
へ
！
」
園
長
先
生
の
計
ら
い
で
素
晴
ら
し
い
経
験
が

出
来
ま
し
た
。

　

園
庭
に
と
ま
っ
て
い
る
カ
ラ
フ
ル
な
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
は
、

五
百
冊
の
絵
本
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
年
少
、
年
中
、
年
長

に
分
か
れ
て
順
番
に
絵
本
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ん

な
何
度
も
車
を
往
復
し
、
た
く
さ
ん
の
本
を
手
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

一
方
、
さ
く
ら
の
お
部
屋
で
は
、
鈴
木
よ
ね
子
隊
長
を
筆
頭

に
、〝
赤
い
ふ
う
せ
ん
〞
の
方
が
学
年
ご
と
に
三
十
分
間
、絵
本
、

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ど
の
学
年
も
目
が

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
し

た
。
鈴
木
隊
長
は
「
特

に
年
中
さ
ん
、
み
ん
な

の
心
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

絵
本
に
入
り
込
ん
で
い

ま
し
た
。」
と
感
想
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

〝
お
は
な
し
隊
〞

　
　
　

来　
　

園

〝
お
は
な
し
隊
〞

　
　
　

来　
　

園

　

六
月
十
三
日
（
火
）『
花
壇
づ
く
り
・
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー

祭
り
』
が
聖
籠
緑
地
に
て
行
わ
れ
、
蓮
潟
こ
ど
も
園
の
五
歳
児

が
花
壇
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

時
お
り
日
差
し
が
厳
し
く
な
る
中
、
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
を
持

ち
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
の
ベ
ゴ
ニ
ア
を
大
き
な
花
壇
へ
移
植
。
ま

た
別
の
花
壇
に
は
コ
ス
モ
ス
の
種
を
上
手
に
蒔
き
ま
し
た
。
ひ

と
仕
事
終
え
た
園
児
た
ち
か
ら
は
「
ベ
ゴ
ニ
ア
た
く
さ
ん
植
え

た
よ
。」「
種
ま
き
が
面
白
か
っ
た
」「
コ
ス
モ
ス
の
芽
が
出
る

か
ま
た
見
に
来
た
い
な
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
楽
し
か
っ
た
様

子
が
伺
え
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
聖
籠
緑
地
を
管
理
す
る
横
木
造
園

（
株
）・（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
新
潟
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｊ
Ｖ
が
町

民
に
こ
の
場
所
を
知
っ
て
も
ら
い
何
度
も
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
企
画
し
た
も
の

の
一
つ
で
す
。

　

緑
多
き
場
所
で

鳥
の
声
を
聞
き
な

が
ら
の
作
業
は
貴

重
な
体
験
。
秋
に

は
咲
い
た
コ
ス
モ

ス
を
刈
り
取
る
お

楽
し
み
が
園
児
た

ち
を
待
っ
て
い
ま

す
。

聖
籠
緑
地
を
花
い
っ
ぱ
い
に
…

―

園
児
た
ち
の
花
壇
づ
く
り―

聖
籠
緑
地
を
花
い
っ
ぱ
い
に
…

―

園
児
た
ち
の
花
壇
づ
く
り―

本
と
の
出
会
い
を
大
切
に
…

―

に
こ
に
こ
班　
　
　
　

班
長
読
み
聞
か
せ―

本
と
の
出
会
い
を
大
切
に
…

―

に
こ
に
こ
班　
　
　
　

班
長
読
み
聞
か
せ―
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募
集
募
集

　

六
月
二
十
四
日
（
土
）、
聖
豊
は
す
が
た
園
は
園
の
三
大
行

事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
八
十
三
人
が
紅
白
に
分
か
れ
て
参
加
。
さ
ら
に
利
用
者
の

ご
家
族
を
は
じ
め
子
ど
も
た
ち
や
蓮
潟
集
落
の
方
々
、
中
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
り
に
ぎ
や
か
な
園
内
と
な
り
ま
し

た
。

　

運
動
会
は
選
手
宣
誓
か
ら
始
ま
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
準
備
運

動
を
さ
れ
る
姿
、
応
援
合
戦
で
リ
ズ
ム
に
乗
り
ボ
ン
ボ
ン
や
タ

ン
バ
リ
ン
を
動
か
す
姿
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

後
、
紅
白
対
抗
玉
入
れ
、
大
玉
お
く
り
、
パ
ン
食
い
競
争
と
、

自
分
の
体
調
に
あ
わ
せ
て
手
を
伸
ば
し
、
足
を
動
か
す
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
ど
の
顔
も
真
剣
そ
の
も
の
。
最
後
の
家
族
に
よ
る

綱
引
き
で
は
、
大
き
な

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と

し
た
運
動
会
も
今
年
で

六
年
目
。
利
用
者
を
中

心
に
ご
家
族
・
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
図
り
、

多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
い
る
聖
豊
は
す
が

た
園
の
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

―

大
運
動
会 

開
催―

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

―

大
運
動
会 

開
催―

　

六
月
十
三
日
（
火
）
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で
、
年
一
回

の
卓
球
ま
つ
り
が
開
か
れ
約
二
十
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
高
橋
事
務
局
長
の
「
日
ご
ろ
の
成
果

を
発
揮
し
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
ペ
ア
で
何
回
ラ
リ
ー
が
続
く
か
と
い
う
試
合
。
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
ラ
リ
ー
の
結
果
は
、
肥
田
野
石
蔵
さ
ん
、
佐
々
木

カ
ツ
ミ
さ
ん
ペ
ア
の
一
、〇
四
三
回
。
ダ
ン
ト
ツ
の
優
勝
で
し

た
。

　

次
に
、個
人
戦
。
真
剣
勝
負
の
結
果
は
、一
位 

三
森
登
さ
ん
。

二
位 

佐
々
木
カ
ツ
ミ
さ
ん
。
三
位 

富
樫
昭
平
さ
ん
で
し
た
。

見
て
い
る
ほ
う
は
目
が
回
る
ほ
ど
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
。
激
し
い
戦

い
で
し
た
。
毎
月
、
町

民
会
館
で
行
わ
れ
る
ス

ポ
ネ
ッ
ト
で
は
、
若
者

の
相
手
も
す
る
そ
う
で

す
が
、「
小
学
生
に
は

ま
だ
ま
だ
負
け
ま
せ

ん
！
」
と
卓
球
部
長
の

富
樫
さ
ん
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
方
、
ぜ
ひ
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
と
対
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
若
々
し
く

　
　
　

た
く
ま
し
く

―

卓
球
ま
つ
り―

さ
ら
に
若
々
し
く

　
　
　

た
く
ま
し
く

―

卓
球
ま
つ
り―

　

町
で
は
、
新
潟
県
か
ら
補
助
を
受
け
て
新
潟
大
学
や
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
留
学
し
て
い
る
県
費
留
学
生
と
の
交
流
を

平
成
元
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
六
月
十
七
日
（
土
）
に
平
成
十
八
年
度
の
県
費
留
学

生
や
元
留
学
生
の
皆
さ
ん
を
聖
籠
町
に
招
き
、
小
中
学
生
や
一

般
参
加
の
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
聖
籠
中
学
校
等
の
町
内

施
設
を
見
学
後
、
町
名
産
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
体
験
で
交
流
を
深
め
た
後
に
、
歓
迎
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歓
迎
会
に
は
留
学
生
や
元
留
学
生
の
皆
さ

ん
、
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
。
言
葉
が
通
じ
に
く
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
身
振
り
手
振
り
を

交
え
な
が
ら
交
流
を
深
め
、
笑
い
の
た
え
な
い
和
や
か
な
歓
迎

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
国

際
交
流
事
業
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
八
月
四
日
か

ら
八
月
九
日
ま
で
黒
龍

江
省
ハ
ル
ビ
ン
市
の
児

童
・
生
徒
が
来
町
し
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
聖
籠

大
花
火
大
会
参
観
・
聖

籠
中
学
校
で
の
交
流
事

業
等
を
行
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
聖
籠
町
へ

―

中
国
県
費
留
学
生
交
流
会―

よ
う
こ
そ
聖
籠
町
へ

―

中
国
県
費
留
学
生
交
流
会―

　

広
報
せ
い
ろ
う
へ
の
掲
載
記
事
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
趣
味
の
紹
介
や
地
域
の
話
題
な
ど

　

手
芸
、
写
真
、
園
芸
な
ど
の
趣
味

や
地
域
の
祭
り
、
行
事
、
ペ
ッ
ト
自

慢
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
出
来
事
な
ど

で
広
報
に
紹
介
し
た
い
話
題
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
聖
籠
の
風

　

町
の
業
務
や
行
事
、
あ
る
い
は
地

域
や
学
校
で
の
こ
と
な
ど
、
日
々
の

生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。（
良
か
っ
た
こ
と
、

又
良
く
な
か
っ
た
こ
と
）　

子
ど
も

た
ち
の
意
見
も
大
歓
迎
で
す
。

６
０
０
字
以
内
で
お
書
き
く
だ
さ

い
。

③
イ
ラ
ス
ト
自
慢
大
募
集

　

絵
を
描
く
の
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
、
自
慢
の
イ
ラ
ス
ト
を
ハ
ガ
キ

の
裏
に
書
い
て
ど
ん
ど
ん
送
っ
て
く

だ
さ
い
。（
黒
一
色
で
ハ
ッ
キ
リ
と

書
い
て
く
だ
さ
い
）

　

４
コ
マ
漫
画
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

④
『
町
政
ポ
ス
ト
』
Ｑ
＆
Ａ

　

町
政
へ
の
積
極
的
な
ご
意
見
、
ご

提
案
な
ど
（
聖
籠
町
の
将
来
像
、
私

は
こ
う
考
え
る
…
）
を
町
民
の
皆
様

か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
設

け
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
に
よ
る
広
聴
制
度

で
す
。
町
長
が
目
を
通
し
、
担
当
課

で
回
答
い
た
し
ま
す
。
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
■

○ 

町
政
ポ
ス
ト
用
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。（
趣
味
の
紹
介
や

地
域
の
話
題
の
情
報
提
供
は
電
話

可
）
切
手
を
貼
ら
ず
に
投
函
で
き

ま
す
。
な
お
、
こ
の
ハ
ガ
キ
は

①
役
場
一
階
の
総
合
案
内　

②
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
口　

③
町
民
会

館
の
窓
口　

④
診
療
所
の
窓
口　

⑤

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
５
か
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

な
お
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

の
記
載
の
な
い
も
の
は
掲
載
い
た

し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
匿
名
希
望
、
ペ
ン

ネ
ー
ム
希
望
と
書
い
て
く
だ
さ
れ

ば
名
前
は
掲
載
し
ま
せ
ん
）

※ 
投
稿
原
稿
の
趣
旨
を
変
え
ず
に

削
っ
た
り
直
し
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○ 

採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
図
書
券
を

差
し
あ
げ
ま
す
。

役
場
総
務
課　

広
報
担
当　

☎
２
７
―
２
１
１
１

（
内
線
２
２
６
）

広
報
へ
の
掲
載
記
事
を

募
集
募
集
募
集
募
集
し
て
い
ま
す

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

皆さんの
応募を
お待ちして
います。

亀塚の神社の屋根には…
なんと鳩がとまっているよ。

何羽いるかは亀代地区の子供達なら
　知っているかも！

趣味は

カラオ
ケ

正解は『まぜるまぜる』
「ぬかみそをかもす｡」
「珈琲に砂糖を入れて
　　　　　　かもしてね｡」
という風に使うよ。
早速、使ってみてね！

大好きなのは、ひまわりの種。
特技はうんていと滑車。
毎晩ご主人は一緒に遊んでくれ
るからとっても幸せ。
これからもよろしくね♪

スーパーセイロウで働き、そのテキパ
キとした応対と大らかな人柄で皆の信
頼も厚い町子さん。
家に帰ると四世帯１５人家族をまとめ
る、肝っ玉母さんです。
応援してます！いきいきママさん！

網代浜　聖籠さんの家の　
　　まめまめちゃんちゃん　　ハムスター(２歳)

　　　聖籠　町子　さん　（諏訪山）

　写　真
　写　真

うちの子1番！
　ヘット自慢

懐かしくて温かい懐かしくて温かい
お国言葉お国言葉
この言葉の意味をこの言葉の意味を
知っているかな？知っているかな？

・・・

なまり邸ｉｎ　聖龍

ママさん見～つけた！
いきいきいきいき

ママさんの
　写　真　

好きな
芸能人

は

　氷川
きよし

　聖
籠町

フシ
ギ発
見！　聖

籠町

フシ
ギ発
見！

かもす

このような記事大募集!!このような記事大募集!!

聖 豊
はすがた園

老人クラブ
連 合 会

国 際
交 流 事 業

さくらんぼ狩りを楽しみました（前列は留学生）
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鹿
嶋　

直な
お

子こ

さ
ん
（
東
山
）

　
　
　

拓た
く
み海
ち
ゃ
ん
（
七
か
月
）

　
「
育
児
は
楽
し
い
で
す
」
と
開
口

一
番
に
笑
顔
で
答
え
る
鹿
嶋
さ
ん
。

人
見
知
り
も
せ
ず
に
元
気
一
杯
笑
顔

を
ふ
り
ま
く
拓
海
ち
ゃ
ん
は
離
乳
食

も
順
調
で
、
つ
ぶ
し
た
南
瓜
・
人
参
・

さ
つ
ま
芋
な
ど
が
大
好
き
。
ヨ
ー
グ

ル
ト
も
お
気
に
入
り
で
す
。
今
は
手

足
を
上
手
に
動
か
し
て
覚
え
た
て
の

「
は
い
は
い
」
を
練
習
中
。
さ
ら
に

足
の
ふ
ん
ば
る
力
が
つ
い
て
い
る
の

か
、
つ
か
ま
り
立
ち
も
見
せ
始
め
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
楽
し
い
育
児
生
活
と
は
対

照
的
に
妊
婦
時
代
は
苦
難
の
連
続
で

し
た
。
妊
娠
初
期
か
ら
出
産
直
前
ま

で
重
い
つ
わ
り
に
苦
し
み
、
妊
娠
三

か
月
目
に
は
８
キ
ロ
も
体
重
が
落
ち

入
院
。
さ
ら
に
腰
は
ヘ
ル
ニ
ア
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
出
産
が
近
づ
く
に

つ
れ
「
お
腹
の
子
ど
も
は
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
…
」
と
不
安
が
募
っ
た
そ
う

で
す
。

　

そ
ん
な
鹿
嶋
さ
ん
を
支
え
た
の
が

ご
主
人
で
し
た
。
家
で
つ
わ
り
と
腰

の
痛
み
で
身
動
き
の
と
れ
な
い
鹿
嶋

さ
ん
に
代
わ
り
炊
事
洗
濯
と
家
事
を

こ
な
し
、
ま
さ
に
ご
夫
婦
二
人
三
脚

で
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
『
拓
海
』
と
い
う
文
字
は
入
院
し

た
際
、
病
室
で
ふ
と
思
い
つ
い
た
お

名
前
で
す
。
ま
だ
、
男
の
子
か
女
の

子
か
わ
か
ら
な
い
時
期
に
も
関
わ
ら

ず
、
そ
の
二
文
字
し
か
頭
に
浮
か
ば

な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今

は
そ
の
名
の
と
お
り
、
自
分
の
力
で

人
生
を
き
り
ひ
ら
き
生
き
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
鹿
嶋
さ
ん
で
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

マ
マ
さ
ん
に

マ
マ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

お
聞
き
し
ま
し
た
！

〜
６
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

町の宝
で～す

６月の
乳児健診から

村山　大
たい

冴
が

ちゃん

新保　伶
れい

奈
な

ちゃん

佐藤ゆずゆちゃん

中川　暖
のどか

佳ちゃん

稲垣ちひろちゃん

中村古
こ

乃
の

羽
は

ちゃん

大塚　皓
こう

貴
き

ちゃん

臼井　健
けん

太
た

ちゃん

山口　花
は

菜
な

ちゃん

中野　七
ななは

芭ちゃん

元気に育ってね！

　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

　　　　　投稿するときは濃
　　　　い鉛筆かペンで書い
　　　てください。（薄いもの
　　は掲載できません）名
　前は必ず書いてください。
（ペンネーム希望の場合は名前
の横にペンネーム『○○○』と
書いてください）
　１か月に１人１枚だけ受け付
けます。

イ
ラ
ス
ト
自
慢

シビルさん 12歳 エンタの神様さん　12歳 ピーちゃんさん　10歳 安藤昌平さん　10歳

甲
コウ

田
ダ

由
ユイ

さん　17歳 YHMさん　14歳 赤ブタ。さん　13歳 霜月さん　13歳

あかりさん　8歳 つっこさん　7歳

わたなべ　なぎささん　5歳 宮沢　涼さん　8歳

畠山海斗さん　8歳

師走さん　13歳

　

外　

畑　

伊
藤　

み
つ
子
さ
ん
（
63
歳
）

　

私
は
去
年
の
11
月
４
日
、
山
形
県
長
井
市
今
泉

よ
り
安
住
の
地
と
し
て
、
親
友
の
娘
さ
ん
の
お
世

話
で
二
本
松
に
移
住
し
て
来
ま
し
た
。
雪
も
少
な

く
明
る
く
の
ど
か
な
所
で
日
々
送
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
園
芸
や
写
真
、
散
歩
で
す
。
今
私
の

家
の
前
に
は
冬
に
娘
に
も
ら
っ
た
、
シ
ク
ラ
メ
ン

の
花
が
、
つ
ぼ
み
を
つ
け
咲
き
始
め
て
い
ま
す
。

一
度
全
部
花
が
咲
き
散
っ
た
の
に
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。
満
開
に
な
っ
た
ら
写
真
を
撮
る
つ
も
り
で

す
。

　

と
て
も
良
い
町
で
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。
一

日
で
も
長
く
住
ん
で
い
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
役
場
の
み
な
さ
ん
も
、
と
て
も
て
い

ね
い
に
教
え
て
く
れ
る
し
、
い
い
所
だ
と
主
人
も

言
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
色
々
の
所
へ
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

外　

畑　

荻
野　

ミ
セ
さ
ん
（
85
歳
）

　

単
作
地
帯
で
田
ん
ぼ
仕
事
専
門
の
私
の
生
家
は
、

い
つ
も
朝
飯
前
仕
事
を
し
て
か
ら
、
父
は
家
族
と

一
緒
に
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
の
で
し
た
。
朝
ご
飯

を
食
べ
る
と
子
ど
も
た
ち
は
、
隣
の
友
だ
ち
を
呼

び
に
行
っ
て
一
緒
に
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

　

年
は
流
れ
て
、
こ
こ
数
年
集
落
に
い
て
も
め
っ

た
に
子
ど
も
た
ち
と
会
う
機
会
が
な
く
な
っ
た
こ

の
頃
、
た
ま
に
小
学
校
へ
行
く
子
ど
も
た
ち
と
会

う
と
、
私
の
小
学
校
の
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
を
祈
り
未
来
も
応

援
し
て
お
り
ま
す
。
朝
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
に

「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
る
と
「
お
早
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
す
。

　

心
の
中
で
私
は

「
が
ん
ば
ろ
う
」
と

さ
さ
や
く
の
で
す
。

せ
い
ろ
う
の
風
コ
ー
ナ
ー
に
お
二
人
の
方
か
ら
投
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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６
月
12
日
（
月
）、
二
本
松
の
岩

渕
さ
ん
の
お
宅
の
座
敷
に
カ
エ
ル
が

愛
嬌
を
ふ
り
ま
く
よ
う
に
チ
ョ
コ
ン

と
座
っ
て
い
る
の
を
、
中
学
生
の
華

名
さ
ん
が
発
見
し
ま
し
た
。

　

緑
の
あ
ざ
や
か
な
体
色
、
目
の
周

り
が
金
色
で
可
愛
ら
し
く
、
何
と
い

う
名
の
カ
エ
ル
だ
ろ
う
と
、
お
隣
の

家
で
調
べ
た
と
こ
ろ
珍
し
い
「
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
」
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

役
場
へ
情
報
提
供
を
く
だ
さ
っ
た

岩
渕
さ
ん
の
隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
昔
は
、町
内
で
も
よ
く
見
ま
し
た
が
、

最
近
は
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
」、

「
こ
れ
か
ら
外
敵
の
少
な
さ
そ
う
な

安
全
な
場
所
へ
放
し
て
き
ま
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

科名：アオガエル科／属名：アオガエル属
分布域：日本固有種。本州と佐渡島に分布。四国と九州にも分布の可能性あり。
体色は地域により異なり、緑一色のものと、背に赤褐色や暗褐色の斑紋がある
ものとがいる。森林にすみ、樹上生活を送る。日本本土では、産卵も樹上で行
う唯一種のカエルである。

二
本
松
の
岩
渕
さ
ん
の
お
宅
に

「
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
」
訪
問

　

今
回
は
、
二
本
松
の
岩
渕
華
名
さ
ん
の
隣
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
次
第
浜
の
渡
辺
靖
さ
ん
か
ら
町
内
で
見
つ
け
た

情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

モリアオガエル
　　　　　とは・・・

町
の
自
然

町
の
自
然

　
　
　

大
切
に
し
よ
う

　
　
　

大
切
に
し
よ
う

　

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子

ど
も
の
頃
は
聖
籠
海
岸
の
砂
浜
に
普
通
に
見
ら
れ
た
植
物
で

す
。

　

セ
リ
科
の
多
年
草
で
葉
は
肉
厚
で
光
沢
が
あ
り
、
独
特
の

芳
香
が
あ
る
こ
と
か
ら
若
葉
は
食
用
に
さ
れ
ま
す
。
小
さ
な

白
花
が
茎
の
先
に
密
に
な
っ
て
花
火
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

波
に
よ
る
侵
食
と
護
岸
整
備
に
よ
っ
て
昔
の
よ
う
な
砂
丘

部
分
は
ほ
と
ん
ど
消
え
、
次
第
浜
海
岸
の
ご
く
一
部
に
見
ら

れ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
わ
ず
か
な
生
育
域
も

年
々
雑
草
に
侵
食
さ
れ
、
生
育
環
境
の
悪
化
と
掘
り
取
ら
れ

た
跡
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ま
す
ま
す
少
な
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

身
近
な
海
岸
植
物
が
い
つ
の
間
に
か
無
く
な
っ
て
し
ま
う

の
は
寂
し
い
限
り
で
あ
り
、
聖
籠
海
岸
に
残
る
希
少
な
植
物

で
す
の
で
採
取
は
控
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
は
海
岸
植
物
の
中
で
は
全
国
的
に
も
保
護

や
栽
培
等
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、県
内
で
は
寺
泊
町
、

北
海
道
は
石
狩
、
宮
城
県
で
は
名
取
市
が
有
名
で
す
。

　

今
回
は
、若
葉
が
か
な
り
採
取
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め「
無

く
な
っ
て
し
ま
う
前
に
地
元
の
方
に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と
思
い
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
、岩
渕
さ
ん
、岩
渕
さ
ん
の
隣
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

撮影6月17日

次
第
浜
海
岸
に

　

わ
ず
か
に
残
る
「
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
」

次
第
浜　

渡　

辺　
　
　

靖
さ
ん


